
（仮称）新宿区自治基本条例検討連絡会議 開催概要 
第 ８回 平成２０年７月１日開催 午後１時３０分から午後２時３５分 第４委員会室 

出席委員 辻山座長 

 根本委員、山田委員、吉住委員、小松委員、あざみ委員、久保委員 

 猿橋委員、野田委員、藤牧委員、河原委員、高橋委員、舟橋委員 

傍聴者 ２名 

 
１ 地域懇談会の開催状況について 

① 地域懇談会の開催状況（第４回～第８回）について報告があった。また、全１０回の参加者数合計は２

７３名と報告された。（野田委員） 

② その後、感想を述べ合った。（各委員） 

 

２ 区民検討委員（公募）の応募状況及び抽選方法について 

① ６月３０日現在、１８名の応募がある。【報告】 

 男女比：男１５名、女３名 

 年齢構成：５０代１名、６０代１２名、７０代５名 

② 抽選による選考に際して配慮する項目は、男女比と年齢構成のふたつとする。このふたつを公募委員

の１６名を対象として配慮する。【決定】 

③ 女性が４割を超えない応募状況の場合は女性を優先とする。【決定】 

④ 新宿区外の方が１名応募しているが、区内の方と同一に抽選する。【確認】 

⑤ ②～④を前提条件とし、抽選方法については、辻山座長、根本副座長、猿橋副座長、山田委員、野

田委員の５名に一任する。【決定】 

 

３ 区民検討委員への活動費の支出について  

検討経過説明（野田委員） 

① 地域懇談会での参加者からの意見を踏まえて区民検討委員に対し旅費相当の何らかの活動費の支

給が考えられないかとの議会（自治・地方分権特別委員会）からの要望を受け、区長部局で検討して

きた。 

② 活動費を支給した場合、行事参加保険（傷害保険の一種）への加入はできなくなる。 

③ 支給金額、支払方法（回数、時期）及び受取辞退者への対応等も考える必要がある。 

 

討議結果 

① 検討連絡会議としては、交通費相当分を定額で活動費として支給することと結論付ける。７月１５日の

自治・地方分権特別委員会に報告した後、必要な手続きを行う。【決定】 

② 支給金額、支払方法（回数、時期）等について、両副座長が調整する。【継続】 

 

４ 委嘱状交付式及び第１回（仮称）自治基本条例区民検討会議の進行について 

① 区民検討会議設置要綱について 

 要綱案の説明（野田委員、根本委員） 
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 ・区民検討会議の運営方法は、会議が自主的に決定していくので、要綱には最低限必要な事項につ

いてのみ定める。また、これまで検討連絡会議で議論してきたことを要綱にまとめた。 

 ・区民検討会議の役割規定については、「小委員会」の意見を踏まえ、両副座長の調整結果である。 

 ・区民検討会議に全体会と運営会を置く。 

 ・活動費の支給についての規定を置く。 

 

 討議結果 

 ・方向性は了承する。 

 要綱第２条のうち、「基本条例に盛り込むべき事項につきその案を作成し」の「その案」を削除すること

等、文言について精査する。 

 

② 委嘱状交付式及び第１回（仮称）自治基本条例区民検討会議の進行について確認した。【決定】 

以上 
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